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介護福祉士養成カリキュラムにおけるコミュニケーション技術の
教育内容に関する一考察
― 介護実習巡回指導と実習後のインタビュー調査の分析を通して―
One consideration about the education contents of the communication technology 
in the care worker training curriculum
―Through the analysis of care training patrol instruction and the interview 
investigation after the training―
櫻井　恵美 *
Emi SAKURAI
＜キーワード＞
介護実習，コミュニケーション技術，介護福祉士養成カリキュラム
＜要　　　約＞
　コミュニケーション技術は、介護福祉士を含む対人援助職の基本的で、かつ専門的技術で
ある。利用者 ･ 家族、チームに対するコミュニケーション能力は、介護福祉士に求められる
能力であり、介護福祉士資格取得時の到達目標にも「円滑なコミュニケーションの取り方の
基本を身につける」ことが示されている。
　本研究は、介護福祉士に求められるコミュニケーション能力について考察するとともに、
介護福祉士養成カリキュラムに必要なコミュニケーション技術の教育内容を検討することを
目的として、A 大学の介護実習Ⅲにおける利用者・実習指導者とのコミュニケーションにつ
いて、インタビュー調査と質問調査を実施した。
　結果、学生は利用者との日々のコミュニケーションの中で、利用者から様々な相談をうけ
ていても、その相談を聴くに留まり、実習指導者に話さず、利用者の生活課題の解決に繋が
らなかったことが明らかとなった。介護におけるコミュニケーションの役割には、利用者に
ついての情報をケアチーム内で共有するための情報提供、課題解決するための専門職へ繋ぐ
役割があり、多職種連携のためのコミュニケーション技術について、介護におけるチームの
コミュニケーションに含むべき教育内容であることが示唆された。
* 大妻女子大学　人間関係学部　人間福祉学科　助教（実習担当）
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１．研究の背景と目的
（１）はじめに
　コミュニケーション技術は，介護福祉士を含む
対人援助職の基本的で，かつ専門的技術である。
援助の前提にコミュニケーション技術があり，コ
ミュニケーション技術の適切な習得なしに，介護
･ 支援は，援助を必要とする人に届かない。（１）対
人援助におけるコミュニケーションの第一義的な
目的は，サービスや支援を必要としている人々が
自らの生活課題や問題を解決していくように支援
することである。そのためサービスや支援を必要
としている人にとって，問題や生活課題を解決し
ていくために役立つ存在として，支援者が信頼さ
れ，福祉の支援が展開されていくことが大切とな
る。
　利用者 ･ 家族，チームに対するコミュニケーショ
ン能力は，介護福祉士に求められる能力であり，
介護福祉士資格取得時の到達目標（表 1）にも「円
滑なコミュニケーションの取り方の基本を身につ
ける」ことが示されている。
（２）介護福祉士養成カリキュラム
　介護福祉士養成カリキュラムは，福祉専門職で
ある介護福祉士となるために必要な，福祉に関す
る専門的知識 ･ 技術，要介護者に介護サービスを
提供する際の基本となる福祉理念，そして，利用
者の家族に対しての支援を行うために必要な教育
が盛り込まれている。
　介護福祉士養成カリキュラムは，介護 ･ 福祉ニー
ズの多様化 ･ 高度化という社会の変遷とともに段
階的に改正されてきた。2007 年 12 月，介護 ･ 福
祉人材の確保とその資質向上を図ることを目的に
「社会福祉士及び介護福祉士法」が改正され，あ
わせて，社会福祉士および介護福祉士の資格取得
のための教育内容の抜本的見直しが行われた。
2009 年には，介護福祉士制度創設後の 20 年間の
教育を踏まえ，「介護」の枠組みの中で統合再編
され，介護ニーズの変化を踏まえた介護実践に資
する教育内容に強化された。介護福祉士養成教育
目標としては，介護を必要とする幅広い利用者に
対する基本的な介護を提供できる身体介護にとど
まらない，これからの介護ニーズに対応できる「求
められる介護福祉士像」と，介護サービスにおけ
る中心的役割を担える人材としての「資格取得時
の到達目標」の 2 つが明示された。いわゆる新カ
リキュラムは，「人間と社会（240 時間）」「介護（1260
時間）」「こころとからだのしくみ（300 時間）」の
3 領域からなり，2009 年 4 月から新しい養成カリ
キュラムに基づく教育が各養成施設において実施
されている。さらには，2011 年（平成 23 年），「介
護サービスの基盤強化のための介護保険法等の一
部を改正する法律」の施行により，「医療的ケア（50
時間）」の領域が追加された。
表１　介護福祉士資格取得時の到達目標
１	 他者に共感でき、相手の立場に立って考えられる姿勢を身につける
２	 あらゆる介護場面に共通する基礎的な介護の知識・技術を修得する
３	 介護実践の根拠を理解する
４	 介護を必要とする人の潜在力を引き出し、活用・発揮させることの意義について理解できる
５	 	利用者本位のサービスを提供するため、他職種協働によるチームアプローチの必要性を理解できる
６	 介護に関する社会保障制度、政策についての基本的理解ができる
７	 他の職種の役割を理解し、チームに参画する機能を養う
８	 	利用者ができるだけなじみがある環境で日常的な生活が送れるように、利用者一人ひとりの生活してい
る状態を的確に把握し、自立支援に資するサービスを総合的、計画的に提供できる機能を身につける
９	 円滑なコミュニケーションのとり方の基本を身につける
10	的確な記録・記述の方法を身につける
11	人権擁護の視点、職業倫理を身につける
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表２　介護養成カリキュラムの基準と想定される教育内容の例
教育内容 想定される教育内容の例 
コミュニケー
ション技術 
60  
 
介護を必要とす
る者の理解や援
助的関係、援助的
コミュニケーシ
ョンについて理
解するとともに、
利用者や利用者
家族、あるいは多
職種協働におけ
るコミュニケー
ション能力を身
につけるための
学習とする。 
介護におけるコミュ
ニケーションの基本 
 
 
 
 
 
介護場面における利
用者・家族とのコミュ
ニケーション実際 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
介護におけるチーム
のコミュニケーショ
ン 
介護におけるコミ
ュニケーションの
意義、目的、役割 
 
利用者・家族との関
係づくり 
 
利用者・家族とのコ
ミュニケーション
の実際 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
利用者の状況・状態
に応じたコミュニ
ケーションの技法
の実際 
 
 
 
 
記録による情報の
共有化 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
報告 
 
 
 
 
 
会議 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・話を聴く技法 
・利用者の感情表現を
察する技法（気づき、
洞察力、その他） 
・納得と同意を得る技
法 
・相談、助言、指導 
・意欲を引き出す技法
・利用者本人と家族の
意向の調整を図る技
法 
・その他 
・感覚機能が低下して
いる人とのｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
・運動機能が低下して
いる人とのｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
・認知・知覚機能が低
下している人とのｺﾐｭ
ﾆｹｰｼｮﾝ 
・その他 
・介護における記録の
意義、目的 
・介護に関する記録の
種類 
・記録の方法、留意点
・記録の管理 
・介護記録の共有化 
・情報通信技術（ＩＴ）
を活用した記録の意
義、活用の留意点 
・介護記録における個
人情報保護 
・介護記録の活用 
 
・その他 
・報告の意義、目的 
・報告・連絡 
・相談の方法、留意事
項 
 
・その他 
・会議の意義、目的 
・会議の種類 
・会議の方法 
・会議の方法、留意点
・その他 
時間数 ねらい 教育に含むべき事項
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　現行の介護福祉士養成新カリキュラムにおける
コミュニケーション技術は 60 時間であり，その
教育内容として，介護を必要とする者の理解や援
助的関係，援助的コミュニケーションについて理
解するとともに，利用者や利用者家族，あるいは
他の職種との協働におけるコミュニケーション能
力を身につけるための学習とし，介護におけるコ
ミュニケーションの基本・介護におけるチ利用者・
家族とのコミュニケーション・介護におけるチー
ムのコミュニケーションの 3 点を教育に含むべき
事項としている。（表 2）2009 年のカリキュラム
改正時に，社会福祉援助技術はコミュニケーショ
ン技術にその内容の一部を見るにすぎず，サービ
ス利用者やその家族，関係職種との関係構築のた
めに必要なコミュニケーション技術にとどまって
おり，利用者の問題や生活課題を解決していくた
めに役立つ存在としての介護福祉士の役割，介護
におけるコミュニケーションの意義・目的につい
ての理解が不十分な状態で行っているのではない
かと考えた。そこで本稿では，A 大学で介護実習
を行った学生を対象にして，コミュニケーション
技術ならびに実習指導の教育内容を検討すること
を目的に，学生へインタビュー調査ならびに質問
調査を行った。実習中に学生が体験した事柄，学
生が何に苦悩し，どんな学びを必要としたかを知
ることで，コミュニケーション技術ならびに実習
指導の授業に盛り込むべき教育内容が浮き彫りに
なる。そこから，知識と体験を統合
した学習効果が得られる具体的な教育内容や教育
方法を探ることができるのではないかと考えた。
２．研究方法
（１）調査対象
　A 大学で介護実習Ⅲを行う 3 年生 23 名のうち，
巡回指導を受けもった 6 名の学生を調査対象とし
た。なお，介護実習Ⅲでは，「介護老人福祉施設
で暮らす利用者の生活状況を総合的に把握し，
個々の利用者に必要な介護を判断し適切に実施す
ることができる。」ことを目的に，施設で生活し
ている高齢者と積極的にコミュニケーションを図
り，情報を収集し，利用者の抱えている生活上の
課題を把握すること，受け持ちの利用者の介護計
画の立案，実践・評価を通じた一連の介護過程を
展開できること等を目標にしている。
（２）調査方法・調査期間
　調査方法は，コミュニケーションに関するイン
タビュー調査と質問用紙調査を実施した。実習中
の巡回指導と実習事後指導において，利用者や職
員とのコミュニケーションについて質問し，その
内容を記録した。調査期間は，2016 年 8 月 15 日
～ 2016 年 11 月 10 日で，実習期間は 2016 年 8 月
15 日～ 9 月 9 日までの 28 日間，この間巡回指導
は 6 回行った。実習事後指導のひとつである実習
報告書作成の指導は学生一人当たり 3 ～ 4 回で
あった。
　
（３）調査内容
　質問調査の内容は，「実習中の利用者・職員と
のコミュニケーション内容について」，①利用者
から相談された内容，②その相談に対して自分は
どうしたか，③利用者が介護職員に相談していた
内容，④職員はその相談に対してどうしたかの 4
項目である。
（４）分析方法
　学生が自由に話した内容から，研究目的と関連
したデータを抽出した。さらに質問から得られた
回答を項目ごとに分類し，各項目に対する回答者
の人数を算出した。
（５）倫理的配慮
　調査実施にあたっては，対象者に研究の趣旨，
目的，さらに個人情報の遵守に関する内容を質問
記録用紙に明記し，同意を得たうえで行った。巡
回指導の際に対象者が報告した内容，指導内容と
実習報告書作成にあたっての指導内容の記録開示
についても対象者から同意を得た。
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３．結果
（１）介護実習経験録から
　介護実習の経験録において，コミュニケーショ
ンに関する項目は，①相手に対応する，②相手の
話を積極的に聞く，③自分の意図していることを
正確に伝える，④①～③を踏まえ，相手の言葉や
身振り手振りから反応を正確に捉える，⑤相手の
ニーズを捉える，⑥障害の程度を正しく把握し，
非言語的な補助手段を活用する，の 6 点である。
6 名すべての学生が経験したとチェックを入れて
いる。（表 3）経験録は，経験したか否かであり，
達成度を確認するものではないため，学生自身が
どのように行ったか，どの程度できたのかについ
ては，施設からの実習評価表を参考に報告書作成
の添削指導の際，確認した。経験録の項目に関す
る質問の回答から，①～④に示す「相手」とは，
学生は利用者であり，職員も含むと捉えていた学
生がいなかったたことが確認できた。また，アセ
スメントに必要な情報の収集は，面接ではなく，
利用者の生活のあらゆる場面で行われ，利用者が
自由に自分について話す場となるため，学生は利
用者の自由な話から，利用者を理解するために必
要な情報をキャッチしようと，積極的に聞いてお
り，日々の会話の中でわからないこと，興味を持っ
たことについては自分で調べ，さらに会話の内容
を深めようとしていた。
（２）学生が利用者から受けた相談内容
　学生と利用者のコミュニケーションは，毎日の
暮らしの中で，介助を通して行われている。実習
の前半は，お互いに様子を見ながらの会話が，実
習も半ばを過ぎると，会話が弾み，会話の内容も
抱負になり，展開されていく。そこでは利用者か
ら，障害や病気，施設での生活等に関して相談さ
れることもあった。（表 4）その相談に対しては，
実習指導者に報告し，対応をお願いしたとする学
生が 5 名，自分なりに考え返答した学生が 1 名で
表３　実習中，コミュニケーションに関して経験したこと
① 相手に応対する　　　　　　回答数６
・利用者の話を最後まで聞いた
・利用者から呼ばれた際には必ず傍らに行き話をした
・利用者から依頼された事柄には、職員に相談しながら対応した
・失語症や認知症などの利用者の特性に合わせて応対した
② 相手の話を積極的に聞く　　回答数６
・利用者が話しやすい話題を考え、事前に調べ話をした
・利用者が楽しそうに話してくれた話題を中心に話した
・おしゃべりが好きだと職員から聞いた利用者に対しては聞き手に回った
・若い頃の話や職業の話には、興味を持ったので質問しながら聞いた
③ 自分の意図していることを相手に正確に伝える　　　　回答数６
・利用者の意向を聞きたい場合に伝えた
・介護計画を立てるための情報収集として話を聞きたいという点は、受け持ち利用者
決定の際に伝えたが、毎日は伝えていなかった
・日々の関わりや介助場面での会話から情報収集をしていったので、自分の意図を話
したことは少なかった
④ ①～③を踏まえ、相手の言葉や身振り手振りから反応を正確に捉える　回答数６
・失語症がある利用者のジェスチャーの特徴を理解するために職員に聞いた
・失語症や認知症の利用者との職員の関わりを観察し、参考にした
⑤ 相手のニーズを捉える　・・・６
・利用者の思いや気持ちを確認しながら情報収集した
⑥ 障害の程度を正しく把握し、非言語的な補助手段を活用する　　　回答数６
・障害や疾病については、看護師に確認したり、自分で調べた
・表情や言動、暮らし方を観察してコミュニケーションをとった
・利用者の身だしなみにも着目してコミュニケーションをとった
・利用者の好きなキャラクターや色などを自分の持ち物などに取り入れた
・話す場所、他の利用者のメンバーや人数などにも気をつけた
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表４　利用者から相談を受けた事柄
表５　利用者からの相談をどうしたか
表６　実習中，介護職員が利用者から相談を受けている場面を見学・観察したか。
表８　職員は利用者からの相談をどうしたか
表７　利用者が職員に相談していた事柄
① 身体について ・下肢の浮腫みについて
・動けなくなってしまうという不安
・昔できていたことができなくなっていく不安
・食べられなくなってしまう心配
・体重が重いことで職員に負担をかけているので減量したい
② 施設での生活について ・仲の良い利用者がいないこと
・トイレが思ったように出来ない
・食べ物を利用者同士でシェアできないこと
・おやつが出ないこと
・職員に迷惑をかけてしまっていること
・出かけたい
・日用品を買いに行きたい
・一緒に余暇活動をしたい利用者がいること
・入所前に行っていた趣味活動をまた楽しみたい
・職員の対応に差があること
・職員が話を聞いてくれないこと
・ここにいていいの？という不安
③ 家族に関すること ・息子が忙しく、会いに来られないこと
・遠方にいる姪や甥が気になる
④ その他 ・嫌な出来事があり、気持ちが落ち込んでいる
⑤身体について ・下肢の浮腫みについて
・このまま衰えていくのかという不安や心配
⑥施設での生活について ・職員の言動、対応への不満
・他の利用者についての苦情
⑦家族に関すること ・息子と自分の関係について
⑧経済的なこと ・お金を払っていないが大丈夫か
・お金は払うので日用品を買って欲しい
・私のお金はどうなっているのか
回答 回答数
実習指導者につないだ ５
話を聞き、自分なりに考え返答した １
回答 回答数
はい ４
いいえ ２
回答 回答数
他の介護職と共有するために情報提供した ３
相談の内容により、他の介護職に情報を提供して
いたが自分なりに考え返答していた １
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あった。（表 5）自分なりに考え，返答した学生は，
相談された内容が職員の自分への対応についてで
あり，実習指導者に言いづらかったためと話して
いる。学生なりに考え，利用者の言いたいことを
最後までじっくり聞き，利用者の思いを受け止め
る関わりを行っていた。ただ，会話中の自分表情
や反応にまで留意していたかという点について
は，利用者の話を真剣に聞いてしまい，驚いたり，
同調するような頷きなど，普段友達と話している
時と同様の反応であったため，バイスティックの
原則の 1 つ「統制された情緒関与の原則」を意識
して，利用者の話を聞くことが今後の課題として
あがった。
（３）相談への対応
　自分が受けた相談を実習指導者に報告した後，
指導者がどのように処理，あるいは対応したかに
ついて確認した学生がおらず，学生は報告した時
点で指導者が適切に対応してくれるものと思って
いた。しかし，利用者から同じ内容の話を再度聞
いた際に，指導者に報告しても仕方がないとあき
らめてしまい，それ以降は利用者の話を聞くだけ
になってしまった学生，自分で何かできないかと
巡回時に相談してきた学生がいた。
　利用者からの相談を，自分で何とかしようと抱
え込んでしまった学生は，指導者や他の職員に相
談しても何も変わらない，利用者の思いの実現の
ために自分に何ができるかと相談を一人で抱えた
り，誰に相談していいかわからなかったためで
あった。その半面，一緒に実習している同級生や，
他の施設で実習している同級生に話し，悩みを共
有しあい，対応について考えを聞いていた。しか
し，自分 1 人での解決は困難な内容，金銭に関わ
る内容であったりと，実習生としてどのように対
応すべきかと困り果てた結果，巡回指導の際に教
員へ相談した。これは，表 6・7・8 からも学生と
同様の課題と考える。介護職もまた，利用者やそ
の家族からの相談を，介護職だけで解釈・判断し，
正しいニーズ把握ができず必要な支援が届かず解
決が遅れてしまっているのではないか，一人の介
護職が抱え込み苦悩しているのではと懸念される
結果であった。
４．考察
（１）介護福祉士に求められる相談力・相談技術
　「はじめに」で言ったとおり，対人援助におけ
るコミュニケーションの第一義的な目的は，サー
ビスや支援を必要としている人々が自らの生活課
題や問題を解決していくよう援助することであ
り，介護福祉士は，問題や生活課題を解決してい
くために役立つ存在でなければならない。ゆえに，
介護実践におけるコミュニケーションは，「単に
感情や思考，情報などを伝達するのではなく，援
助活動に必要な知覚・感情・思考・情報を意図的
にかつ積極的に伝達しあうものである。」（2）しか
しながら，学生は実習中のコミュニケーションの
対象に職員を含めて考えていなかったことから，
利用者から聞いた情報を，ありのまま職員に伝え
ていなかったことがわかった。つまり，チームケ
アに必要な多職種との関係構築のためのコミュニ
ケーションが十分ではなかったといえる。
　介護実習Ⅲでは，情報収集からアセスメントを
行い，介護計画を立案，実施し，評価，修正まで
の一連の介護過程の展開を学ぶ。情報収集では，
心身の状況，日常生活の状況等 ICF の項目に基づ
きコミュニケーションを中心に利用者について把
握していく。そこで大切なことは，学生が利用者
のために自身の持てる力を最大限に発揮したいと
いう姿勢で利用者と関わることである。毎日の挨
拶，礼儀，身だしなみ，立ち居振る舞いに留意し，
利用者と良好な関係がつくれるよう誠意をもって
臨む必要がある。利用者に関心をもち積極的に働
きかける，利用者の話しを親身に聴く（傾聴・受容・
共感）日々の関わり，利用者が思いを自由に話せ
る環境を整えること，コミュニケーションがとり
にくい利用者に対して様々な技法を用いて意思疎
通を図ることで，利用者は自分が大切にされてい
ると感じ，「この人に聞いてほしい」「この人に話
しても大丈夫」という安心感をもつことができる
と考える。利用者に安心感をもってもらえる関わ
りができなければ，利用者理解のための情報収集
ができず，結果，利用者の真のニーズの把握はで
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きない。本稿の調査対象の学生は，経験録にある
ように，利用者に誠実に関わり，良い関係を築く
ことができ，その結果，利用者が本音で語ってく
れたことで思いを知ることができた。しかし，利
用者が語った本音を，実習指導者に伝え多職種と
連携し，支援に活かす過程は経験が，十分にでき
なかったと考える。このことから，この介護実習
Ⅲにおいて，学生が経験し，習得したコミュニケー
ション技術は，領域「人間と社会」における教育
内容：人間関係とコミュニケーションの人間関係
の形成，コミュニケーションの基礎についての部
分と，教育内容：コミュニケーション技術の介護
場面における利用者・家族とのコミュニケーショ
ンの実際（実習では家族とのコミュニケーション
場面はなかった）における話を聞く技法，利用者
の感情表現を察する技法，利用者の納得と同意を
得る技法の部分ではないかと考えた。残る相談・
助言，指導と意欲を引き出す技法の習得について
は経験をとおし理解に繋げることができなかった
のではないかと考える。
　吉冨（2009）の研究では，福祉現場において同
僚に対して求められる能力として，情報を共有す
る，申し送りを正確に伝える，ありのままの事実
を伝えるといった情報伝達能力であることが明ら
かになった。これは，利用者と 1 対 1 で関わるこ
とが多い介護職が，関わりから得た情報を介護職
間だけでなく関係専門職に情報提供し，多職種連
携，協働による質の高い介護を行うために必要な
能力であると考える。
（２）相談力・相談技術を養うための教育内容
　介護福祉士には，介護に関する相談・助言・指
導も業務に含まれるが，その養成カリキュラムに
は，相談対応を体系的に学ぶ教育内容が含まれて
いないと考える。コミュニケーション技術で学ぶ
のは，断片的な援助技術論や，コミュニケーショ
ン技術などである。その結果，断片的な知識や技
術と経験の積み重ねから自己流の対応方法を生み
出すのである。（3）学生にとって経験を積み重ねる
場となる実習で，実習指導者や他の介護職を観察
し，まずは真似ることから始まり，職員の対応を
参考にして，試行錯誤しながら経験を積み重ねた
結果，何となくできるようになったでは技術の習
得とは言えないと考える。ましてや，介護福祉士
は相談援助専門職ではなく，介護に関する相談・
助言・指導は業務の 1 つに過ぎない。利用者から
の相談は，利用者が自分らしく生活できるように
なるための支援の過程（介護過程）で聞くのであ
る。利用者の望む生活の実現に向けて，多様な専
門知識と，種々の専門技術をもった専門職と連携
して，質の高い介護を実践していくことが求めら
れる。
　現行の新カリキュラムの基準では、他職種連携
については、領域「介護」の介護の基本において、
その意義と目的、他の専門職の機能と役割、連携
が明記されているが、介護におけるチームのコ
ミュニケーションに多職種連携のためのコミュニ
ケーションは明記されていない。多様で豊富な生
活経験をもつ高齢者の個別の相談を聴き、その内
容を相談援助職へ繋ぎ、解決するための専門職へ
繋ぐ役割があると考える。繋ぐことによって、利
用者が自ら課題を解決できるよう導く多職種が集
められ、その人らしい生活が送れるよう援助する
ケアチームが形成されると考える。この多職種連
携のためのコミュニケーションこそが、介護にけ
るチームのコミュニケーションに必要な教育内容
ではないかと考える。
　また、ケアにおいて利用者に最も近い存在であ
る介護福祉士は、日々の些細な事柄をも聞き漏ら
さぬよう耳を傾け、利用者と信頼関係を築き、利
用者の生活における悩みや課題を解決するため
に、必要に応じて関連専門職種に連絡調整を求め
ることで、利用者の「安全」「安心」「その人らしさ」
を保障する支援を形成する役割がある。（4）そのた
めには、利用者が不安や悩み等を話すことによっ
て何を期待しているのかを理解すること、利用者
の悩みや課題を効果的に解決するための相談の流
れを理解する必要があると考える。
　コミュニケーション技術は、介護の基本原則に
基づいて実践されていること、利用者や家族の多
様なニーズに対応していくためには多職種連携が
不可欠となることを、知識として持ち、実習にお
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いて自らの実践を通して学ぶ必要がある。これは、
（１）で吉富（2009）が述べた介護職間だけでな
く関係専門職に情報提供し、多職種連携、協働に
よる質の高い介護を行うために必要な能力を養う
ことに繋がる学びである。よって，介護実習指導
では，実習で自らが取り組む介護課程展開におい
てチームケア，多職種連携について，学生自身が
どう働きかけていくかを導く必要がある。
５．まとめと今後の課題
　本研究では，調査対象が 6 名と少なく，分析デー
タとしては不十分であることは否めない。しかし
ながら，28 日間の長い実習で，介護過程の展開と
いう大きな目標の達成にむけて臨んだ学生が，学
内で学んだ知識と実習Ⅰ・Ⅱで学んだコミュニ
ケーション技術を糧とし，自分の持てる力を存分
に活用し，真摯に利用者に向き合っている姿，利
用者のニーズ分析やニーズの充足のために試行錯
誤しながら挑んでいる姿から，段階を経て，経験
を重ねたからこそ得られる技術があることを感じ
ることができた。コミュニケーションによって利
用者の心身に変化を感じたときを，喜び・感動・
楽しさ・満足感・という言葉で表現し，ある学生
は「コミュニケーションによって自分自身を認め
てもらい，実習をより積極的・意欲的に取り組む
ことができた。コミュニケーションは，利用者を
エンパワメントする力，QOL を高めるためにも重
要である」とまとめている。これは単にコミュニ
ケーションだけでなく介護においても重要であ
り，介護福祉士に求められる能力である。
　今回は学生を対象に調査したが、養成校を卒業
し介護現場で働く卒業生や、福祉現場で働く職員
についても同様の調査研究を進め、多職種連携の
あり方についても考察を深めていきたい。
　コミュニケーション技術の習得に関しては，福
祉現場や社会福祉士・介護福祉士養成校等の教育
現場で様々な先行研究がなされている。また，介
護福祉士の専門性確立のための介護福祉士養成カ
リキュラムの研究も，カリキュラム改正の都度，
繰り返し行われてきた。2007 年に介護福祉士養成
大学連絡協議会がまとめた「4 年制大学における
介護福祉士養成に関する基礎調査報告では，新カ
リキュラムについて，従来のカリキュラムのどこ
が問題であったか具体的な検証がないまま，改正
に至ったことで専門職の概念が崩壊した感がある
と意見している。2022 年度からは介護福祉士養成
校を卒業者にも国家試験が義務付けられること
で，専門職としての質の向上を図るカリキュラム
内容はもちろんのこと，国家試験に合格できる教
育内容への見直しが検討されている今，改めて現
在の教育内容を検証していくことは重要であり，
有意義な研究となった。今後も，授業や実習での
学生の姿から，教育内容，教育方法を見直し，学
習効果を向上させるべくさらなる研究を進めてい
く所存である。
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